第49回教育研究集会　執行委員長挨拶（要旨）
　福島高教組｢第49回教育研究集会｣にご参集、ご来臨の皆様に心より御礼申し上げます。また、本研究集会に際しまして、上部団体であります日本高等学校教職員組合より田村巳知男中央執行委員長、隣県友好単組であります栃木県高等学校教職員組合より吉川正智執行委員長、「働き方改革についての取り組み」の題でご発表を賜ります、同じく栃木県高等学校教職員組合の池澤知秋書記次長、並びに、ご来賓の皆様方におかれましては、ご多用のところ、そして猛烈な台風の迫る、足もとの大変悪いなか、ご臨席を賜りまして、厚く御礼を申し上げます。
ここ相双地区での教育研究集会の開催は、浪江町のいこいの村浪江で開催された平成20年度以来11年ぶりになります。平成23年３月の東日本大震災からおよそ８年７か月が経ち、復興が進むなか、この相双地区で教育研究集会が行われますことは、喜びに堪えません。そしてこの相双地区は、福島高教組の発祥の地でもあります。昭和25年７月８日、この相双地区を中心とする教職員169名が相馬農業高校の講堂に集まり、結成大会を開催しました。結成宣言には、｢その道がけわしければけわしい程、益々その団結を強固にし、相携えて高教組の発展を固く誓う次第である｣とあり、戦後間もない日本において、教育の中立、高校教育の振興と充実を願う先人たちの情熱や息づかいが感じられます。
さて、教育研究集会の歴史は、昭和38年１月20日、郡山市の金透小学校において｢高校教育振興集会｣の名称で開催されたことに始まり、現在まで脈々とその歴史を受け継ぎ、福島県の教育文化の向上と発展に貢献してまいりました。

　既に公表されています新しい学習指導要領においては、「主体的で対話的で深い学び」というキーワードが示されるとともに、普通科においても課題研究などの探究活動を行う学校が増えてきています。この教育研究集会は、まさに、私たち教職員にとっての「主体的で対話的で深い学び」であると言ってよいでしょう。それぞれの学校の現場の教職員が、自分たちの学習指導や生活指導の改善を目指して、勤務条件や待遇、職場環境などについて課題を見つけ、主体的に分析や研究を進めながら、発表したり対話したりすることによって情報を共有し、お互いに深め合う。学校現場の声や一人ひとりの取り組みを県全体の教育の改革に生かすという組合活動の根幹の一つだといえるでしょう。
今日は、各学校で児童生徒のために日々奮闘する先生方の取り組みについて情報交換をするとともに、教育諸課題に関する共通理解を図り、切磋琢磨していくための重要な機会です。この教育研究集会が高等学校や特別支援学校の教育文化のさらなる発展に資するとともに、活発な意見交換やコミュニケーションの輪が、生徒のため、学校のため、そして先生方の教育力向上につながることを期待し、挨拶に代えたいと思います。
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